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取組 成果 成果と課題 評価 コメント

・授業の様子だけでなく、お
知らせについても掲載し、取
組を積極的に発信していく。

・ほぼ毎日の記事更新をさ
れていて、学校の様子がよく
わかる。今後も継続してほし
い。

A

・たくさんの生徒が地域のた
めにボランティア活動に参加
してくれている。今後も中学
生が地域貢献として活動し
てくれることを期待したい。

・今後もボランティア活動を
呼びかけ推進していく。
・生徒会活動が活発になる
よう、生徒主体の活動を増や
していく。

・年末には、保護者向けと生
徒向けのアンケートを実施
し、年度末反省に生かして
いく。

・改築のため自校の校庭で
運動会はできないが、近隣
の小学校で実施できたこと
は大きな成果である。

BB

・授業見学後に学校評議員会を
実施、学校経営方針を説明した。
・運動会などの行事にも地域の方
の参観ができた。

・地域まつりのボランティア活動へ
の参加が７０名以上となった。
・身なりなどのルールを生徒会で
話し合い、生徒会本部役員が全
校生徒へ周知した。

A A
＜生徒憲章（生徒自ら策定）の具現化＞
・生徒の活躍する機会の充実

特色ある教育の
展開

・生徒会中心に生徒が主体的できる活動
を励行する
・仮設校舎での制限の中、何ができるか
生徒と教員とともに考える

・地域のボランティア活動や地域のコン
クール募集を推奨する
・生徒アンケートで「生徒会や学級活動で
の積極的な参加」の項目において肯定的
な意見を９０％とする

A

学力の向上

体力の向上

学校教育目標
　　自主性に富んだ生徒を育てる
　　責任を持って行動する生徒を育てる
　　健康で情操豊かな生徒を育てる

　みんなが幸せになれる学校
　次代の社会の担い手となる生きる力を身に付けた生徒
　学校経営参画意識をもって職務を遂行し、教育目標の達成に努める教師

前年度までの学校経営上の
成果と課題

＜成果＞　新型コロナウイルス感染症拡大の収束が見られない状況でも、感染予防や状況を鑑みながら学校公開など地域や保護者の参観ができ、保護者や地域の
理解を深めることができた。また、自己肯定感を育てる行事等においても、教育課程を見直しながら教育活動を継続することができた。
＜課題＞　昨年度まで中止となっていた教育活動や地域の活動が今年度から実施され始めるにあたり、昨年度まで培った工夫や対策を活かしながら計画を立て、組
織的な運営を実践していく。家庭と地域と学校がさらに一体となって、開かれた教育課程の実現を目指す。

教育委員会
重点課題

具体的な取組 数値目標
自己評価 学校関係者評価 年度末に向けた

改善策
＜取組項目＞　・評価の視点

＜運動意欲や基礎体力の向上＞

・校庭はないが、６月には体力測
定を実施できた。
・近隣の小学校のプールを借り、
水泳授業を継続できた。

B
・部活動だけでなく、水泳授
業も小学校の施設を借り、実
施できたことは良かった。

・校庭がないことで、制限が
かかるが、工夫して可能な
限り実践を減らさない。

B

・各学年、ビブリオバトルを行い、
主体的な学びができた。
・図書館司書による書架整理が
進んでいる。

B
・学校公開で、ビブリオバト
ルについての一部参観がで
きてよかった。

・SDGｓを学んでいくことで、
探究的な学習を深めていく。
・本の紹介を充実させ、興味
関心を広げていく。

・国の学力調査では都の平
均とあまり変わらない状況で
あるが、昨年度と比較すると
数学が少し上がり、国語が
少し下がっている。結果を分
析し改善を期待する。

・教科ごとに学力調査を分
析し、授業改善や家庭学習
の取組に生かしていく。
・研究授業でICT機器の活
用を取り上げ、さらに共通実
践を図っていく。

B

・都の調査の「授業で「できた」
「わかった」と感じる」項目で肯定
的な意見が８５％に達した。
・進路指導部からの呼びかけを徹
底し、放課後補習教室の参加生
徒が増加している。

B

B

B B

＜学力の向上＞
・授業改善の推進、学習の基盤となる基礎・
基本の確実な習得、家庭学習習慣に対して
の学校の組織的な対応による取組の実施・
充実

＜読書科の更なる充実＞
・読書を通じた探究的な学習の実施・充実 B

・家庭学習の推進に向け「江戸川っ子
study week」を取り組む
・放課後補習事業者による放課後補習教
室の効果的な活用
・校内研修「ＩＣＴ機器を利用した各教科の
指導と充実」を実践、iPadを活用した授業
力を向上

・各学期に１週間「江戸川っ子study
week」とし、家庭学習の計画を立て自主的
な学習習慣を身に付ける
・英数ともに放課後補習を１５０回程度実
施、ＣＤ層を４０％台にする
・アンケート「iPadの効果的な活用」項目で
肯定的な意見を７０％とする

A

・発達段階に適した探究的な学習として、
読書科の年間授業数の確保と読書科コン
クールを実施
・小岩図書館司書による書籍の充実

・探究的な学習を通して、読書科を各学
年年間３５時間実施する
・読書科コンクールを実施し、成果物を作
成する

・年間指導計画に基づき補助運動を実施
・河川敷や近隣の小学校の協力を得て、
体育の授業や部活動を実践

・都体力調査の項目「５０ｍ走」を0.1[s]短
縮し都の水準を達成する
・運動部に関して、部活動指導員や地域
の力を活用する

B

＜自校の取組の積極的な発信＞
・学校ホームページの充実等
・学校公開の実施・充実

・特別支援教育の校内委員
会を定期的に継続実施して
いく。
・EC室利用の見直しを行
い、充実を図っていく。

共生社会の
実現に向けた
教育の推進

＜特別支援教育の推進＞
・ユニバーサルデザイン（ＵＤ）の視点を取り
入れた個に応じた指導の実施・充実
・エンカレッジルーム（ＥＣ室）の活用促進
・副籍交流、交流及び共同学習の実施・充実

・オリパラ講演など、障がい者理解の講演
会や体験活動を実施
・ＥＣ室の多機能化、ＳＣやＳＳＷなど関係
諸機関との連携を強化
・副籍交流の実施し、共同学習に取り組
む

・校内委員会（特別支援）を年３５回以上
実施、情報共有を強化
・ＥＣ室を教育相談以外にも居場所づくり
としての役割を持たせる
・特別支援学校と連携し、副籍交流３回実
施

・９月時点でHPへのアクセス数を
約５万回達成。
・宿泊学習など保護者が参観でき
ない活動をHPで伝えられた。

A

・校内委員会（特別支援）を１学
期１５回実施し、情報共有が図れ
ている。
・学校サポート教室や児童相談所
と連携、ケース会議を実施。
・副籍交流として学芸発表会への
参観を計画中。

B

・外国籍の日本語指導が必
要な生徒が増えている状況
を理解している。多文化共
生の取り組みもさらに必要に
なってくるだろう。
・ユニバーサルデザインの取
り組みも進めてほしい。

・スクールカウンセラーだより
の発行や教育相談に関する
情報を生徒や保護者に周知
徹底を図る。
・学校サポート教室など関係
諸機関の連携を強化してい
く。

・hypaer-QU調査やいじめ調査を実施し、
いじめや非行傾向などの早期発見、早期
解決を図る
・多様な居場所づくりとして、学校サポート
教室など関係諸機関と連携
・ＳＣとＳＳＷの連携を取り、教育相談の機
会を充実

・保護者アンケートで「相談環境」に関する
項目において肯定的な意見を７５％とする
・１年生全員対象にＳＣ個別面談、ヤング
ケアラーの個別面談を実施
・年３０日前後のＳＳＷとＳＣの連携を図り、
家庭への助言支援を図る

B B

・hypaer-QU調査やいじめ調査を
実施、早期発見に生かしている。
・１年生全員対象にＳＣによる個
人面談、担任によるヤングケア
ラー個人面談を１学期に実施。
・居場所づくりにＥＣ室を利用し、
校内別室指導支援員を配置。

B

・健全育成のため民生児童
委員など地域からも応援し
ていきたい。
・校内別室指導員の配置で
教室が入れなくても登校で
きる生徒が増えると良い。

A

子どもたちの
健全育成

＜子どもたちの健全育成に向けた取組＞
・hypaer-QU、個人面談の活用
・不登校対策の実施・充実
・教育相談の強化

地域に広く開か
れた学校の実現

＜学校関係者評価の充実＞
・教育活動の改善・充実に向けた学校関係
者評価の実施

・学校生活を学校ホームページに随時更
新
・土曜授業以外にも、講演など参観を呼
びかける

・学校ＨＰのアクセス数を年10万回を達成
する
・学校公開年４回の他、学年毎の講演など
保護者に参観する機会を増やす

・学校評議員会の開催
・保護者向けのアンケートを実施
・生徒向けのアンケートを実施

・学校評議員に行事以外にも通常の授業
を参観する機会を増やす
・学校関係者評価は中間と最終の２回ＨＰ
にて掲載

B


